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【教育目標】 

～知性を磨き 心情を培い 意志を鍛える～ 

 

 

 

 
 

「しなやかに たくましく」 
 

入学式で 160名の新入生を迎え、２年生 196名、３年生 202名の合計 558名で、令和８年度の堺中が

スタートいたしました。教職員も 14名が異動し、新たに 8名が着任いたしました。 

今年度より全学年の数学・英語の授業で少人数指導を行います。引き続き「個別最適・協働的」な学びを

推進し、生徒の主体的な学びへとつなげていきます。今年度も、安全で安心して通える学校、家庭や地域と

連携し開かれた学校を目指してまいります。本校の教育へのご理解ご協力をよろしくお願いいたします。 

～お知らせ・お願い～ 

◇学校教材費等引き落とし回数が今年度から 9月末、３月末の２回となり、昨年度（3回）と変更になります。 

   詳しくは、今後の保護者会や学校だより等でお知らせしてまいります。 

◇英語科の廣瀬 也実 教諭は、４月より産休に入りました。代替として塩田 美紀 教諭が着任いたしました。 

◇お車でのご来校はご遠慮いただいています。必要によりコインパーキング等をご利用ください。 

【入学式 校長式辞より～「撓
しな

う・撓
しな

る・撓
しな

やかに」～】 

強い風に吹かれる竹や、雪の重みに耐える木を見たことがあると思います。それらは風や雪に逆らうことな

く、風の強さや雪の重みに合わせて、時には地面に届くほど大きく曲がります。しかし、折れることはありま

せん。風が止み、雪が落ちた瞬間、溜め込んでいた力を一気に解き放ち、元へと勢いよく跳ね返ります。 

中学校生活では、思うようにいかない勉強や、部活動でのつらい練習、あるいは友人との意見の食い違いな

ど、壁にぶつかることも何度かあるでしょう。その時、竹のように柔軟に受け止め、しなや

かに対応し、そこから再び立ち上がることができる人になってほしいと思います。しなる、

ということは、弱さではありません。しなりが深ければ深いほど、次に跳ね上がるエネルギ

ーは大きくなります。悩み、考え、葛藤することそのものが、次へはばたく力を蓄えている

時間なのです。三年間、失敗を恐れずにいろいろなことに挑戦してください。たとえ壁にぶ

つかっても、それは今が自分にとって「しなる」ための時間なのだと自信を持ってください。 

【新入生 誓いの言葉より】 

春の訪れとともに、私たちは今日、堺中学校に入学します。校長先生をはじめ先生方、温かく迎えてくださ

った先輩方、このような立派な入学式をしてくださり、ありがとうございます。今、私たちは、これからの学

校生活に様々な不安を抱えています。しかし、そのような不安にも、今までの経験を生かして立ち向かいます。 

・・・〈中略〉・・・いろいろな意見を言い合えるクラスを作っていきたいです。なぜなら、みんなで協力する

ことで、言葉だけでは作れない、強いきずなが生まれるからです。小学校のころ、まだクラスになじめていな

かったころもありました。しかし、みんなと励まし合い、練習し、そして最高の運動会にできました。このよ

うに今までの学びを活かして、様々なことに挑戦していきます。そして、お互いに高め合える関係を築いてい

きたいと思います。先輩方、先生方、そして地域の皆様、保護者の皆様、これからの私たちの堺中学校での生

活を、温かく見守り、ご指導いただきますよう、よろしくお願いいたします。      新入生代表  
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